2004年度前期（人間行動学基礎演習II）
地理学と野外観察

担当教員：山崎孝史（やまざきたかし）

研究室：文学部棟358号室（地図参照）

電話：06-6605-2407

Eメール：yamataka@lit.osaka-cu.ac.jp

オフィスアワー：事前連絡があれば随時面談可能です。

I 担当教員のプロフィール

　1961年京都市生まれ。専門は政治地理学、特に地政学、社会運動、アイデンティティ・ポリティクス。調査フィールドは沖縄。日米安全保障関係の変化と沖縄の社会運動や投票行動との関わりを研究中。特技は合気道（3段）。

II 演習概要

　本演習では都市野外調査法としての「写真観察法」についてまず教室内で講述します。そのあと実際に街に出て、大阪市内各地の都市景観の観察と解読を行います。観察結果は各自で持ち寄り、観察と解読の関係について全員で討議します。こうした作業を通して現代都市大阪の姿を地理学的に読み解く技術と想像力を磨いていくつもりです。

III 演習の構成と評価

(1) 出席：毎週の講義には必ず出席して下さい。出席数が2/3に満たない受講生は自動的に不合格とします。欠席の場合は減点しますが、病欠などの場合は診断書のコピー等の提出があれば減点しません。（評価配分10点）

(2) 課題リーディングのレポート：解説を中心とする前半に課題文献を読んで感想や論評をレポートしてください。様式はワープロを使ってA4判横書きで800字程度です。文頭には課題文献の著者・タイトルおよび受講生の学籍番号と氏名を書いてください。（評価配分10点）

(3) 発表：受講生は各自が考える「大阪らしい」景観を写真に撮り、その写真を示していつどのようにそのような景観が形成されたのか、なぜその景観が「大阪らしい」と考えられるのか、教室で口頭発表します。また、その発表は他の受講生全員によって採点されます。発表資料の作成にあたっては、デジカメで撮影した場合は画像データを、普通のカメラで撮影した場合は写真を発表日前日までに山崎まで届けてください（プロジェクター用の画像データに変換したあと返却します）。口頭発表用の文章は当日コピーして受講生全員に配布してください。（評価配分10点）

(4) レポート：発表内容と発表に対するコメントを踏まえて受講生が選んだ「大阪らしい」景観について写真を添えて説明文をまとめてください。写真の提出は口頭発表に準じますが、説明文はフロッピーディスクないしEメールで提出してください（評価配分20点）

IV 演習内容

第1週
5月28日
写真観察法とは（発表順決定）
課題リーディング：写真観察法とは何か

川又俊則「短大生による社会学の実践」立教女学院短期大学紀要32、2001年
第2週
6月4日
地理学における野外観察

課題リーディング：地理学と社会学の違い

高橋伸夫「都市での野外観察」中村和郎・高橋伸夫編『地理学への招待』古今書院、1993年

奥田道大「越境する人と街空間を読み解く」山中速人編『マルチメディアでフィールドワーク』有斐閣、2002年

第3週
6月11日
過去の作品の論評

第4週
6月18日
発表と討議

第5週
6月25日
発表と討議

(予備日　7月2日)

課題締切日
7月9日
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山崎研究室

　　文学部新築棟

　　3階358号室

